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リウマチ患者血清の催貧血作用について
岡山大学温泉研究所 内 科
岸 田
1)ウマチ性疾患の病因について 現在種々
論議せられているが,体質 ･遺伝･環境 ･内
分泌やアレルギー的機序等が考慮せられ,或
種の感染が重要な役割を演するであろうこと
が多数の学者によって認められている.2)3)1)･
放て, I)ウマチ性疾患に屡々負血を伴うこ
とは成書l),2)･に記載せられているところで
あり,さきに 森永51も最近当研究所で診療
を行った 7)ウマチ患者について 正色素性貧
血の存在を確認しその成績を報告した.
T)ウマチ性貧血は一般に感染性貧血として
取扱われているが,輸血や鉄剤の投与も効果
少く,その病態成因の複雑性が述べられてい
る.4)'6)･
他方,釣虫条血,7)Banti氏病,8)再生不良性
貧血9)等の患者体液に催貴血性物質の存在す
ることが諸家によって確認,報告されている
ので,著者は リウマチの本態究明の手がか
りを得んとの期待をもって,定型的慢性多発
性関節 .)ウマチ患者の血清につき 催貧血作
用の有無を検討した.
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実験材料と実験方法
実験動物としては 体重2kg内外の白色成
熟家兄をえらぴ,血清は 慢性多発性関節 リ
ウマチ患者より採血分離したものであって,
対照としては健常成人の血清を使用した.注
射方法は,豪兎体重毎kg.2-3ccの血清を皮
下乃至静泳内に注射し,1回注射 並に1日1
回6日間連続注射を行い,以后時間を追って
耳蛋周辺静泳から採血し 赤血球数,血球索
量,網赤血球数並に白血球数を型の如 くにし
て検査した.10)
実 験 成 績
Ⅰ.1回皮下注射の場合
健常成人血清を皮下に注射した場合,被験
家兄の赤血球数は1-4時間に亘 り42万 (注
射前に比べ8.8%の減少),13万 (2.7%),46
万 (7.4%),12万 (2.3%),19万 (3.5%)の
最大減少を示した.又 血球素量は1-8時間
に亘って2-4%の減少であった.網赤血球数
の増城は不定で,白血球数は一過性に増加す
るものが多かった (第1表,第1図).
第 1表 健常成人血清1回皮下注射と豪兎末梢血液像の変動
家兎番号 経過時間 【 RxlO4
478
血清
471
436
479
503
517
464
482
464
Hb% Ret% W
65 8 4800
2cc/kg.皮下注射
63
????????
????????
??
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488 72
血清 2cc/k.g皮注
524 73
491
475
483
492
493
502
484
?
??????
? ?????
注射前 』 620 81
lILI75･2cc/kg.皮注
595 79
607 82
586 78
574 79
612 79
576 77
582 78
634 83
????
??
?? ?????? ???
???????
?? ? ?? ? ? ?? ? ? ?? ? ? ?? ? ? ?? ? ? ?? ? ? ?? ?
?? ???????? ?? ?? ?? ?? ?? ?
520 72
血清 3cc/kg.皮注
532 72
515 70
508 70
524 70
522 70
514 72
522 70
518 70
?
?
?
?
?
?
?
?
? ??
?
?
????????
9400
9600
8800
9200
9400
9200
9000
9200
9400
545 75
血沼 3cc/kg.皮注
522 75
535 72
526 74
532 75
534 74
536 75
528 75
537 74
????????
8600
?????????【 ?
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第 1図 健 常成 人血清1回皮 下注射 (No.5)
前 l/2 1 2 4
リウマチ患者血清を注射した場合の家兎末
栴血液像の変動は 第2表,第2図の如 くで,
その最大減少は注射后1-4時間に亘 り,65
万,39万,102万,56万,83万の減少で,注射
前にくらべ夫々12.6%,9.0%,17.3%,10.2
%及び15.7%の最大減少率であった･血球素
量は1-4時間に亘って2-9%減少した.網
赤血球数は減少を示す家兎が多かった.白血
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球数も一過性の減少を示す例が多かった･
以上の成績をみるに健常成人血清を注射し
た場合の家兎末椙赤血球数の最大減 少率 は
8.8% (No.1)が最高であったのにくらべ,
リウマチ患者血清注射の際には何れの其験動
物に於てもその最大減少率は9.0%以上であ
った.
第 2表 )ウマチ患者血清1回皮下注射による家兎末梢血孜像の変動
家兎番号
No.6 ･
l
1
経過時間 】 RxO4 Hb% Ret% W
后30分
1時Frl
2 4
6810
12
血清 2cc/kg.皮注
528 65
490 66
452 63
504 64
526 69
484 65
482 63
490 67
????????
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?
434 65
2cc/kg.皮注
??? ? ? ?…??? ? ? ?
?
???????
66
66
62
66
?????
?? ? ?? ? ?? ?? ? ? ?
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第 2図 1)ウ マチ患 者 血 清 1回 皮 下 注 射
(No.10)
前 l/2 1 2 4
Ⅰ.1回静振内注射の場合
健常成人血祭を豪兎体重毎kg･3∝静泳内に
注射した場合の被験家兄の赤血球数は2例共
注射后2時間に於て最大の減少 (21万,25万)
を示L注射前に くらべその減少率は夫々4.9
23
6 8 12 24時間
%,4.3%であった.叉 血球素量 は1.5-2
時間で2-3%の減少に過ぎなかった･網赤血
球数には認むべき変化はな く,白血球数にも
著変をみなかった (第3表,第3図)･
第 3表 健常成人血祭1回静泳円注射による家兎末梢血液像の変動
家兎番% F経過時間 5 RxlO4 Hb% Ret% W
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482 75
血祭 3cc/kg･静注
475 75
478 75
468 73
461 72
467 73
470 74
468 74
472 74
503 76
?????????
?? ???????? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ???
節 3図 配信成 人血祭1回 静泳 内注射
(No.12)
前 1/2 11/22
1)ウマチ患者血梁を注射した場合には次の
如 くであった.即ち,赤血球数は注射后2時
間で 2例共に最大減少(60万,99万)を示し,
その減少率は夫々10.7%,44.2%であった.
血球素量も2時間日に最大14%,10%の減少
を示した.網赤血球数は増加が認められた.
白血球数は軽度の減少をみた(第4表,第4図).
廿.連続注射の場合
健罵成人血祭を家兎休重毎kg.3ccを1Ej1回
6日間連続相泳内注射を行った際の家兎の末
稽血液像の変動は 第5表,第5図の如くで
4 6 8 12 24時間
あったt即ち,血祭注射と共に赤血球数,血
球素量は漸次減少し,2例共に赤血球数は第5
日目に夫 最々高34万 (6.7%)40万 (8.3%)
の減少を来し,血球素量も同様4-6%の減少
であったが,健常成人血祭の連続注射によっ
て惹起せられた貧血は10-12日で恢複した.
網赤血球数は稽々増加し,白血球数の変動は
軽微であった.
次に, I)ウマチ愚者血柴を注射した場合の
成績を第6表,第6図に示す.赤血球数は第
5日目に夫々122万 (23.3%),112万 (19.9%
リウマチ患者血清の催貧血作用について
第 4表 1)ウマチ患者血祭1回静泳内注射による家兎末栴血液像の変動
家兎番号 3検査時間 1 RxlO4 Hb% Retyo W
524 88 2 7600
血祭 3cc/kg.静注
25
525 88
492 80
486 78
425 74
448 75
487 78
494 80
505 82
512 82
562 86
血祭 3cc/kg弓削主
545
542
508
502
519
528
536
542
546
?????????? ? ??
?????
? ?
?????????? ?? ?? ?? ?? ?? ?
?
?
? ? ? ?? ? ? ?? ? ? ?? ? ? ?? ? ? ?
第 4図 7)ウマチ愚者 血祭1回静泳 内注射
(No.14)
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第 5表 健常人血祭1日1回6日間静泳内注射による豪兎末梢血液像の変動
第 5図 健常成人血祭 1日1回連続静泳内注射
(No･15)
前 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12El
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の最大減少を示し,第12日日 (注射経7后6
日目)に於ても筒62万 (ll.8%),40万 (7.1
%)の減少であった.血球素量についても同
様に夫々18%,16%の減少で第12日目に於て
27
も末だ快復するに至っていない･網赤血球数
は増加を示した.白血球数には軽度の減少が
認められた.
第 6表 I)ウマチ患者血菜1日1回6日間静泳内
注射による家兎末梢血液像 の変動
家兎番号 l検査時間 I RxlO4 Hbo/a Ret%o W
Ⅳ.赤血球浮源液注射の場合
健常成人並びに 1)ウマチ患者の赤血球浮
涯液を家兄に静泳内注射を行った際の豪兎末
杓血液像の変動は第7表の如 くであって,何
れの場合にも著変をみることは出来なかっ
た.
捻 括
健常成人血清を家兎に皮下注射した場合の
家兎末栴血液の赤血球数は注射前に較べ最高
減少率は8.8%であったが, リウマチ患者血
清注射の際には何れの実験動物に於て も9.0
%以上の減少率を示した･又 血球素量も同
様であった,即ち, リウマチ患者血清皮下注
射鐘の赤血球数並びに血球素量の減少は,健
常成人の血清注射にくらべ大であった.
更に, 7)ウマチ患者血祭を静泳内に注射し
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郡 6図 リウマチ患者血祭1日1回連続静豚内注射
(No.17)
前 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12日
第 7表 赤血球浮肪液静泳内注射による豪兎末栴血硬像の変動
f家兎番号 f 検査時間 RxlO4 Hb% Ret% W
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家兎番号 l検査時間 Z RxlOI Hb% Retyo W
?
452 82 5 7600
血球浮薄液 3cc′/kg.静注
458 82 5
446 81 7
448 81 6
450 82 5
446 81 5
451 82 5
453 82 4
454 82 3
???????????
注射前 435 80
?
1時間 428
8 431
血球浮藩液 3cc/kg.静注
80 3
78 4
80 5
78 5
80 4
80 4
80 4
80 3
?? ???????? ? ? ?? ?? ?? ?? ?? ?
た実験家兎に於ても末梢赤血球数並びに血球
素量は健常成人血祭注射の場合に比べその減
少が著明であった.連続注射を行った実験動
物に於ても リウマチ患者血祭使用の家兎で
は対照に較べ貧血は高度で且つ長 く持続 し
た .
上述の実験成績は,リウマチ患者血清 (粟)
中にはその注射によって家兎の末梢血液像に
貧血を惹起すべき物質の存在することを推定
せしめるものであるが,該物質は血清 (血祭)
中にのみ存し,血球中には認められないこと
29
は第Ⅳ項の実験が示す通りである.而して リ
ウマチ患者血清中の催貧血性物質の性状,又
か 1る物質による貧血の発生転転に関しては
目下検索中である･
結 論
慢性多発性関節 リウマチ患者血清中には家
兎の末桐血液像に貧血を惹起する物質が存在
する･
本報告の要旨は昭和30年4月4日第20回日本温
泉気候学会絵会,昭和30年6月18日第468回岡山
医学会の席上で発表した･
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ANEMIA-PRODUCING SUBSTANCEIN
RHEUMATOID ARTHRITIS
Senzo KISHIDA
DiviesionoflnternalMedicine,BalneologicalLaboratory,
OkayamaUniversity
Theanemiathatusualyaccompaniesrheumatoidarthritishasbeenthoughtto
becausedbyaninfectionofunknownetiology.
Theauthorfoundfrom hisexperimentthatatemporaryanemiaiscausedin
rabbitsbytheinjectionoftheserum ofpatientswithrheumatoidarthritisinto
them,butnosucheffectbytheinjectionoftheserum ofhealthysubjects.
Theauthorpresumestheexistanceofananemia-producingsubstanceinthe
serum oftherheumatoidarthritis.Thenatureofthissubstanceisnow under
investigation.
